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住
職 

谷
川 

寛
俊 

 
 

 
 

先
月
、
千
葉
県
市
川
市
で
住
職
を
し

て
い
る
尊
敬
す
る
友
人
の
長
女
の
結
婚

式
に
参
列
す
る
為
、
韓
国
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
昔
か
ら
一
番
近
く
で
遠
い
国

と
言
わ
れ
た
韓
国
も
成
田
空
港
よ
り
、

わ
ず
か
一
時
間
四
十
五
分
で
行
け
ま
す
。 

 
 

新
郎
は
韓
国
人
で
、
日
本
の(

株)

リ
コ

ー
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
二
人
は
、
日

本
で
知
り
合
い
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

新
郎
も
好
青
年
、
新
婦
も
絵
に
描
い

た
お
姫
様
の
様
な
方
で
す
。
親
族
合
わ

せ
て
三
十
人
程
の
ツ
ア
ー
で
、
釜
山
（
プ

サ
ン
）
で
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

結
婚
式
の
前
日
「
実
成
寺
」
と
い
う 

 

       
 

日
蓮
宗
寺
院
が
有
り
（
韓
国
に
ニ
ヶ
寺
あ 

り
ま
す
）、
友
人
は
二
十
年
程
前
よ
り
深
く 

関
わ
っ
て
い
る
お
寺
で
、
丁
度
日
蓮
大
聖 

人
様
の
お
会
式
（
え
し
き

）（
十
三
日
が
御
命 

日
）
の
お
逮
夜
法
要
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ 

に
参
詣
す
る
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。 

現
地
の
信
者
さ
ん
達
の
ほ
と
ん
ど
が
、 

元
創
価
学
会
の
会
員
で
、
大
変
熱
心
な
人

達
ば
か
り
で
し
た
。 

創
価
学
会
の
教
え
は
、
お
釈
迦
様
を
な
い 

が
し
ろ
に
し
て
、
日
蓮
大
聖
人
を
本
仏
（
お 

釈
迦
様
の
代
わ
り
に
奉
っ
て
い
る
）
と
す 

る
教
え
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮
大
聖
人
様
は 

決
し
て
そ
の
よ
う
な
事
は
仰
っ
て
お
ら
れ 

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
お
釈
迦
様
が
あ
っ
て
の 

仏
教
で
す
。
お
釈
迦
様
を
第
一
に
考
え
て 

お
ら
れ
た
方
で
す
の
で
、
正
に
本
末
転
倒 

な
の
で
す
。
こ
の
事
を
理
解
さ
れ
た
方
々 

が
皆
脱
会
さ
れ
て
実
成
寺
の
信
者
さ
ん
に 

な
ら
れ
た
の
で
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
そ
の
結
婚
式
で
大
変
感
動 

し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

式
の
途
中
で
新
郎
が
新
婦
側
の
両
親
の
前 

 

        

に
進
み
土
下
座
し
て
挨
拶
し
、
次
に
自
分 

の
両
親
の
前
で
同
じ
よ
う
に
土
下
座
し
て 

挨
拶
す
る
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。
こ
れ
は
韓
国
の
人
達
か
ら
す
れ 

ば
、
ご
く
当
た
り
前
の
行
為
か
も
し
れ
ま 

せ
ん
が
、
日
本
人
の
結
婚
式
に
は
こ
の
様 

な
素
晴
ら
し
い
光
景
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

こ
れ
は
儒
教
思
想
の
教
え
が
根
付
い
て
い 

る
証
拠
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
儒
教
の
教 

え
は
中
国
の
老
子
、
孔
子
、
荘
子
、
孟
子 

と
い
わ
れ
る
人
達
が
「
仁
」「
礼
」「
孝
」 

を
説
き
、
道
徳
を
重
ん
じ
た
教
育
の
影
響 

が
、
今
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
。 

そ
う
い
え
ば
世
界
中
で
親
を
一
番
大
切 

に
す
る
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
中
国
、
韓

国
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
と
言

え
ば
下
か
ら
数
え
た
方
が
早
い
と
い
う
誠

に
残
念
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。 

更
に
韓
国
人
は
、
両
親
は
勿
論
の
事
、
目 

上
の
人
を
絶
対
的
に
尊
敬
す
る
と
い
う
教 

育
も
あ
る
の
で
す
。
今
の
日
本
の
教
育
に 

一
番
欠
け
て
い
る
問
題
で
も
あ
り
、
私
も 

含
め
、
汗
顔
の
極
み
と
深
く
反
省
さ
せ 

 

 

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
儒
教
の 

教
え
は
確
か
に
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、 

仏
教
と
比
較
す
る
と
、
儒
教
は
生
き
て 

い
る
時
だ
け
の
教
え
で
あ
り
、
過
去
世 

（
生
ま
れ
る
前
の
世
界
）
、
未
来
世
（
死 

ん
だ
あ
と
の
世
界
）
に
つ
い
て
は
説
い 

て
い
な
い
の
で
す
。 

そ
の
点
、
仏
教
の
中
で
も
法
華
経
は
三 

世
を
説
き
ま
す
。 

過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
で
す
。 

つ
ま
り
、
「
私
達
の
命
は
過
去
・
現
在
・ 

未
来
の
三
世
に
亘
る
命
で
あ
っ
て
、
此 

の
世
限
り
の
命
で
は
な
い
と
い
う
事
で 

す
。
そ
し
て
両
親
や
兄
弟
周
囲
の
縁
あ 

る
人
達
の
亡
き
後
、
供
養
の
念
を
忘
れ 

る
者
は
恩
知
ら
ず
の
者
で
あ
る
。
」
と
、 

日
蓮
大
聖
人
は
、
『
開
目
抄
』
の
中
で
痛 

烈
に
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
「
四 

恩
」
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
て 

い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「人生ハンド仏句」 
と打ち込んで頂けば、

ホームページにつなが

ります。 
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韓
国
式
の
結
婚
式
に 

列
席
し
て 

新郎光云さん・新婦洋子さん 



御
報
恩

ご

ほ

う

お

ん

会
式

え

し

き

大
法
要 

 

◎
十
一
月
三
日
（
土
） 

◎
御
法
話 

・
午
後
一
時
よ
り 

島
根
県
益
田
市
妙
法
寺
住
職 

 

蔵
本
知
宏
上
人 

 
 

◎
大
法
要 

・
午
後
二
時
よ
り 

 

日
蓮
大
聖
人
様
御
入
滅
第
七
三
一
年

御
報
恩
会
式
大
法
要
が
お
勤
め
さ
れ

ま
す
。 

年
に
一
度
の
「い
と
こ
煮
」の
日
で
す
。 

十
二
時
頃
か
ら
い
と
こ
煮
を
準
備
し
て 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
致
し
て
居

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
参
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

今
月
の
お
給
仕
（
お
講
）
当
番
は
松
倉
・

大
光
寺
の
方
々
で
す
。 

よ
ろ
し
く
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

   

◎
毎
月
一
日
祈
祷
会 

・
午
前
五
時
か
ら 

 

◎
水
子
供
養
会 

・
毎
月
十
三
日 

・
今
月
は
午
後
一
時
よ
り 

※
時
間
変
更
し
て
い
ま
す 

 

◎
唱
題
行
脚 

・
毎
月
二
十
八
日 

・
午
後
一
時
半
よ
り 

 

参
加
は
ご
自
由
な
の
で
、
又
ご
縁
が
御
座

い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 

谷
川
寛
敬
・
土
居
可
久
子
・
高
円
富
美
子
・ 

谷
川
ま
り
子
、
大
西
敏
明
・
谷
川
知
世 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
道
具
磨
き 

 

去
る
十
月
二
十
五
日
（
木
）、
皆
さ
ん
の 

お
陰
様
で
、
仏
具
磨
き
も
無
事
終
わ
り
、

本
堂
も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
。
有
り

難
う
御
座
い
ま
し
た
。
お
掃
除
終
了
後
、

副
住
職
に
よ
る
お
勤
め
、
法
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
皆
さ
ん
で
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

奉
仕
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

 

副
住
職
・
高
木
昶
・
伊
藤
宗
治
・
吉
田
富

士
夫
・
吉
田
洋
子
・
高
野
富
美
子
・
宮
先

く
に
子
・
窪
田
美
子
・
高
円
富
美
子
・
浦

城
庸
子
・
大
森
ま
ゆ
み
・
大
西
敏
明
・
谷

川
知
世
・
谷
川
久
仁
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

お天気も良く気持ちよく 

出来ましたね♪ 


